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1 はじめに

購買行動は生活していく上で欠かせない行動の一つ
であり、それには家計が深く関連している。一般的に
家計の管理を行う手段として家計簿が利用されている
が、既存の家計簿では、ユーザは記入した情報を見る
為に「見返す」という能動的な行為を行わなければい
けない。また、既存の家計簿において主に利用されて
いる情報は費目と金額、日付である。店舗情報が記入
される場合もあるが、効果的に活用されてはいない。
そこで本研究では、個人の収入、支出情報の特徴を

利用してプッシュ型の情報提示を行う、携帯端末上で
動作する家計簿システムAccount Reporterを開発した。
本システムの特徴は、収入、支出があった位置や時刻の
情報を活用して、現在時刻やユーザの現在位置に応じ
てお金の利用状況をプッシュ提示することである。本
システムによって、ユーザが家計簿について意識して
いない場合でも状況に応じてユーザにお金の使い方に
関する気づきを与えることができる。

2 マネーフローコンテキスト

収入と支出の特徴を抽出してプッシュ提示を行うた
め、本研究では、収入と支出が行われた際の状況を取
得する。具体的には、費目、金額、日付に加えて位置、
時刻、残金を取得する。本研究では、毎回の収入、支
出があった際の状況をマネーフローコンテキストと定
義する。
マネーフローコンテキストを利用することによって、

頻繁に買い物をしている時間や場所、その時間や場所
において何にどの程度お金を使っているか、残金がど
れくらいのときにどの様なお金の使い方をしているか、
といった特徴をシステム側で抽出できる。
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3 Account Reporter

Account Reporterは携帯端末上における個人の財政管
理支援を目的としたシステムである。ユーザの現在地
の近辺や、現在時刻に近い時間での収入、支出の特徴
を抽出し、バイブレーションと画面表示を用いてユー
ザにプッシュ提示を行う。以降、毎回の収入、支出を
入出金レコードと定義する。

Account Reporter は入出金レコード取得部と特徴抽
出部、そして情報提示部からなる。

入出金レコード取得部

入出金レコード取得部では、入出金レコードを生成
し、データベースへの格納を行う。ユーザによって費
目と金額が入力されると、対応する入出金レコードが
データベースに格納される。入出金レコードに含まれ
る属性は、費目、金額、緯度、経度、日時、残金、収
入もしくは支出を表す値である。費目、金額入力のイ
ンタフェースを図 1に示す。

図 1: データ入力インタフェース

特徴抽出部

特徴抽出は、位置、時間をトリガとして開始される。
位置情報の取得には GPSを用いる。ユーザの一定距離
の移動が確認されたときに、特徴抽出と提示が行われ
る。時間については、ユーザが設定した時間毎に特徴
抽出、提示が行われる。トリガとなる移動距離と時間
は、ユーザが自由に設定できる。



特徴抽出部ではまず、過去のマネーフローコンテキ
ストと、現在時刻やユーザの現在地といった現在のコ
ンテキストを照らし合わせ、特定の条件を満たしてい
る入出金レコードを集計する。
位置情報を基にした特徴抽出においては、まずシス

テムがそれぞれの入出金レコードの位置情報とGPSか
ら取得した現在位置情報との距離を計算する。dが一定
の値 k以下ならば、費目とその費目に対する合計使用
金額、その費目に対しての入出金回数を計算、記録す
る。本システムでは、kはユーザが自由に設定できる。
また、時間情報を基にした特徴抽出においては、そ

れぞれの入出金の時間が現在の時間の t時間後であれ
ば、費目とその費目に対する合計使用金額、その費目
に対しての入出金回数を計算、記録する。ここで tは
ユーザが自由に設定できる値であり、例えば tを 2と設
定して現在時刻が 14時台だった場合、システムが指定
した期間内の 16時台に行われた入出金について計算、
記録を行う。

情報提示部

情報提示部では、特徴抽出部で抽出された特徴の提
示を行う。提示内容は、特定の期間内での合計使用金
額、入出金回数、1回の平均使用金額、最大出費費目と
その金額、最頻出費費目とその回数、現在の残金であ
る。これらの特徴を提示することによって、ユーザに
「今自分がいる場所の近辺でお金を使いすぎているから
気をつけなければ」や、「頻繁に買っている牛乳をまだ
買っていなかった」というような気づきを与えること
が可能となる。提示は図 2、図 3のように行われる。

図 2: 位置ベースの情報提
示

図 3: 時間ベースの情報提
示

4 Account Reporterの実装

我々は、GPS情報と時間情報を取得できる携帯端末
としてハードウェアに iPhoneを採用した。ソフトウェ
アは iPhoneSDK3.0を用いて、iPhone、iPod touch上で
動作するネイティブアプリケーションとして実装した。
言語はObjective-Cを使用し、データベースには SQLite
を使用した。

5 関連研究

Kestnerらは、現在の財政状況によって開きにくくなっ
たり大きく膨らんだりする財布を開発している [1]。こ
の研究は、財布からくる触覚フィードバックのみを用
いてユーザに財政状況を伝えていることが本研究とは
異なっている。

Schwarzらは、曜日ごとのお金の使用状況やお金の
使用範囲の地図上への可視化や、燃料等に対するお金
の使用状況からの CO2排出量の計算を行っており、購
買履歴の様々な活用方法を示している [2]。しかし、そ
れらの情報は既存の家計簿の様にユーザが能動的に見
ようとしなければ見ることができず、ユーザが意識し
なければ情報を得ることができない。これに対し我々
の手法は、履歴から抽出した特徴のプッシュ提示を行
うことにより、ユーザが家計簿の情報について意識し
ていない場合でもシステムがその場、その時間に応じ
た家計簿の情報を知らせることが可能となる。

6 まとめと今後の課題

本研究では、購買行動時のコンテキストを考慮し、
ユーザの現在のコンテキストに応じて適切な情報のプッ
シュ提示を行う手法の提案、システムの実装を行った。
このシステムにより、ユーザが家計簿について意識し
ていない場合でも状況に応じてユーザにお金の使い方
に関する気づきを与えることができると考えられる。
また、本研究ではマネーフローコンテキストとして位
置、時間情報のみを扱っているが、今後は残金や曜日、
天気など、より多くの情報をコンテキストとして取得
し、それらを利用した情報提示の検討を行う。
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